


メディカルグループの売上高についてこれまでの実績と2025年に向けた計画
です。

2020年以降、新型コロナウィルスの感染拡大や建築資材や労働力不足
など医療提供を取り巻く環境が混乱する中、お客様の要望に応える製品ラ
インアップを強化し、各国政府の補正予算や補助金などによる需要増を取
り込みながら為替効果もあって年率８％で売上げを成長させてまいりました。
今後も市場の伸びを上回る年率５％以上の成長を成し遂げ、2025年に
は売上高6,000億円以上の達成を目指しています。
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5カ年計画の基本方針として「2020～2022年までは内部体制の強化を
中心に取り組み、組織力の底上げを実現し、2023年以降は市場成長を
上回るスピードでトップラインを成長させる」ということを掲げて取り組んでいま
す。

Stage1では新型コロナウイルスによりもたらされた「新常態」に対応すると共
に医療現場の課題解決のため、「製品力」、「販売力」、「事業体質・体
制」それぞれの強化に成長エンジンの整備として注力してきました。

今年2023年に始まるStage2ではこれまで整備したエンジンにより「CTグ
ローバル No.1」「米国シェア10%以上」を達成し売上成長を実現するとと
もに、原価低減を進めて利益を最大化し、営業利益率 10%以上の達
成を目指しています。
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2022年までの主なアクティビティです。

製品力強化の面では、MRI事業をメディカル事業の柱に成長させるため、
M&Aやパートナーシップ強化・拡大、キヤノングループとのシナジー創出など
により製品力・技術力の強化を図ってまいりました。その集大成として、機能
性能に加え、コスト競争力も兼ね備えたMRIを実現することができました。

2021年に買収したレドレン・テクノロジーズ社の技術に基づくフォトンカウン
ティングX線検出器搭載型Ⅹ線CTとAI画像再構成や解析技術などキヤノ
ンメディカル独自の技術を融合させ、国産初のフォトンカウンティングCTを開
発しました。現在、国立がん研究センター先端医療開発センターで臨床試
験を開始し、今後、次世代のフォトンカウンティングCTとして様々な臨床領
域での新たな価値創出を目指し、早期実用化への取組を加速してまいりま
す。

CT、MRIの新製品にはともにキヤノン製のカメラを搭載し、患者の体位を自
動検出することで撮影時間の大幅短縮とオートメーション化を実現しました。
医療現場の課題に応える新たな検査ワークフローを提供しています。

Ｘ線事業においては、デンマークの医療機器メーカー「NORDISK 
RØNTGEN TEKNIK A/S」を買収しました。製品ラインアップを充実させ、
欧州をはじめグローバルなX線事業を強化しました。
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販売力強化の面では、医療機器市場において最も影響力のある米国にお
いて、テリトリー制強化や営業コミッション制度変更など様々な販売強化策
を実行してきました。加えて、昨年、Northern X-Ray Companyを買収
し医療機関へのアプローチを大幅に増加させています。

コンポーネント事業においても米国と欧州に現地法人をそれぞれ設立し、キ
ヤノン製品とキヤノン電子管デバイス製品の商流一体化、テリトリー再販制
限の撤廃によるグローバルアカウント攻略を実現しています。
また、ヘルスケアIT事業でも様々な構造改革を展開し、キヤノングループ全
体で、より効果的な販売体制構築を完了しております。

事業体質・体制強化の面では、外部環境変化に即応する強靭なサプライ
チェーンの構築に向け、マレーシア工場を閉鎖し、日本を中心とした生産体
制への回帰を実現すべく、超音波本体の生産の一部をキヤノンプレシジョン
に移管しました。さらに、電子管工場の新棟建設や、システム事業における
試験センターの新設など、売上拡大に必要な設備投資を行ってまいります。
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2022年はメディカルグループとして過去最高の売上・営業利益を達成する
ことができました。

フェーズⅥ 目標達成の重要地域として昨年来販売力強化に注力してい
る米国においては、2022年2Qまで8四半期連続の増収を達成しています。
キヤノンのカメラ技術を取り入れ、ワークフローの改善を実現したMRI新製
品投入により、国内1.5T市場で30%以上の高いシェアを獲得することがで
きました。
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2023年には、これまで強化してきた成長のエンジンによる成果を刈り取る
フェーズに移行します。

製品力強化では、『AI技術を活用した高分解能技術（AiCE）』と『AIを
用いた超解像Deep learning 再構成：PIQE』をCT/MRIに搭載し、キ
ヤノンならではの高精細画像による臨床価値を提供することで売上増につ
なげていきます。

米国販売力強化については、新会社「Canon Healthcare USA, 
INC.」を設立しており、医療機関との連携によるマーケティング活動を強化
します。また成長するインドや中近東市場での販売体制についても1月には
インド現法を設立し、サウジアラビア・UAEでの事業拠点の拡充も計画して
おります。

事業体質・体制強化については、売上総利益の増出を最重要課題の一
つとして掲げ、あらゆる原価・コストの低減を目指す取り組みを推進し、さら
にCRMをベースにした営業の型化をグローバルに展開し、営業マンのレベル
アップを実現することで、一人当たりの売上高を向上、利益体質強化を図っ
てまいります。
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フォトンカウンティングX線検出器の早期実現の取り組みについてです。

2021年半導体検出器モジュールの開発・製造において世界トップクラスの
技術を有するカナダのレドレン・テクノロジーズ社を買収しました。レドレンの
技術を生かした国産初となるフォトンカウンティング検出器搭載のⅩ線CTの
開発は終わっており、現在は日本の国立研究開発法人国立がん研究セン
ター先端医療開発センターに薬機法による承認を得た上で設置を完了し、
臨床評価を行なっています。

また、米国など各地域の医療機関との共同研究を進め、キヤノンならではの
新たな臨床価値を持つフォトンカウンティングCTを実現し、CTグローバル
No.1を達成します。
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米国新会社「Ｃanon Healthcare USA, INC.」では、これまでキヤノン
メディカルシステムズの本社に集中させていたマーケティング機能の一部を移
管し、2023年1月に立ち上げております「グローバルマーケティングセンター」
を中心に、アップストリームマーケティングを強化します。

最先端医療を担う医療機関とネットワークを構築し、市場をより深く理解す
ることで、医療市場のトレンドや臨床ニーズを捉えた製品開発・ソリューション
提案につなげてまいります。また、キヤノンメディカルシステムズUSAによる製
品販売・サービスに関する機能の一部を新会社に移設し、ダウンストリーム
マーケティングと連携させることで、米国における画像診断領域でのシェア１
０％以上を目指します。
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原価低減については、2022年11月に「プロダクトバリューエンジニアリング推
進室」を立ち上げ、キヤノン取手工場の品質改善の取り組みを横展開し、
ものづくりの体質変換に向けてコンカレントエンジニアリングを推進しています。
キヤノンで培われてきた生産技術を用い、主要部品の内製化や、生産の自
動化を実現させることで、売上総利益を増出させます。
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グローバル優良企業グループ構想フェーズⅥにおいて、メディカルグループは
CT、MRI、超音波、Ｘ線システムなどの「画像診断システム事業および画
像診断向けコンポーネント事業」、「ヘルスケアIT事業」、「体外診断事業」
の３つの事業を展開し2025年までにCTグローバルNO.1の達成と、メディ
カル事業領域におけるキヤノンブランドの確固たる地位を築き上げることを目
標に成長を実現してまいります。

さらに長期的には、これら3つの事業をさらに進化させるとともに、再生医療
などのバイオ領域にも間口を拡大し、「画像診断・解析」と「体外診断・バイ
オ領域」などからの医療情報に加えて治療関連情報や他の診断情報など
も融合させた、「患者個人にとって、より適切な治療をサポートするソリュー
ション」を提案しプレシジョンメディシンの発展に貢献することで事業領域の拡
大につなげていきます。

10


